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英語論文を書くことの意義 

• 英語論文の最大メリットは，自分の研究成果を世界に発信
できる． 

• 自分の研究成果を世の中の関係する研究者に読んでもら
い，国際的に認知してもらう． 

• 国際雑誌であれば，多くの研究者の目に触れ，意見交換を
するチャンスがある． 

• とくに，科学技術分野は国際的に共通な研究テーマが多く，
英語論文を書くことの意義が大きい． 



•例えば，非常に世の中の役に立つ（価値の高い）論文を
日本語論文で発表しても，世に問うたことにはならない． 

•日本語論文として書いても誰も引用できない． 

•論文の内容をお互いに共有するには，英語で書くことが
必須である. 

•英語で文章を書くことは，一種の技術といえる面もあるの
で，訓練すれば上達するし，訓練しなければ上達しない． 



•日本語の論文でも，Pub MedやMedlineで検索される
ためには，以下のものは英語で書く必要がある． 

    表題（Title） 
    要旨（Abstract） 
       表（Table） 
    図（Figure） 
 

•日本語論文は，英語論文に比べて公に業績として評価
されにくい． 

 

•科学論文では英語が共通の言語であり，他の言語で書
いても国際的に認められない． 

 

• 国際学会では，英語が公用語として使用される． 



•  JSRTとJSMPの英文Official Journalで，国内初の放射 
線物理・技術関係の英文雑誌 

 

• 英語を初めて書く人や英語論文の経験の少ない人のた
めに，教育的編集方針をとり，著者，査読者，編集委員
の共同作業で，英語原稿を改善していく． 

 

• 国内での優れた研究成果を，世界に発信する。 

Radiological Physics and Technology 

（RPT誌）の紹介 



RPT誌における投稿からアクセプトまでの流れ 
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http://www.springer.com/medicine/radiology/journal/12194 
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Instructions for authors 

RPT誌の目的と専門分野の範囲 

 

研究区分 

  総説（20ページ以内） 
  研究論文（14ページ以内） 
  テクニカルノート（6ページ以内） 
  臨床技術（6ページ以内） 
 



Instructions for authors（cont.） 

投稿に関する注意 

  Legal requirements, Human and animal studies 

 

投稿の方法 

 

論文執筆に関する注意事項 

 構成 

 文字フォント，単位，図表 

 文献 



Legal requirements 

（二重投稿の禁止） 
すでに他の学術雑誌に掲載された論文，更に，他の学
術雑誌に投稿中，もしくは投稿予定の論文と，実質的に
同じ内容の論文を，ＲＰＴに投稿してはならない。実質的
に同じ内容の論文とは，英語および日本語を含む他の
言語で書かれた論文も該当する． 

Permissions 
他で出版された写真，図表，文節を使用したいときは，
必ず，版権保有者からの許可を得ること．他で出版され
た物の中には，自分が（共）著者の論文やproceedings

も含まれる． 



Human and animal studies 

患者さんの写真などの臨床データを用いた研究の場合は，
患者さんからインフォームドコンセントが得られているか否
かを，”Materials and Methods”に記述する必要がある。
もし，施設のIRB（倫理委員会）によって，｢インフォームドコ
ンセントは必要ない｣と判断された場合には，その判断を記
述する。さらに，研究の許可をIRBから得られていることも
記述すること。 

 

動物実験を含む論文の場合には，NIHや日本学術会議か
ら出されたガイドラインを遵守する必要がある。 

日本学術会議：｢動物実験の適正な実施に向けたガイドラ
イン｣ ２００６年 



英語論文の構成 

1. 表題（Title）  

2. 要旨（Abstract）  

3. 本文 

     序論（Introduction）  

        方法（Materials and Methods）  

     結果（Results）  

        考察（Discussion）  

        結論（Conclusions）  

3. 謝辞（Acknowledgments）  

4. 引用文献（References）  

5. 図と表 （Figures and Tables）  



表題（Title）  

1. 簡潔な表現を用いる。 

 

2. 論文の内容を十分に説明できる表題にする。 

 

3. 一般的でない省略した語句は使わない。  



要旨（Abstract） 

1. 論文の目的，方法，結果，結論を簡潔に説明する。 

 

2. 論文で得られた新しい知見は，漏らすことなく網羅する。 

 

3. 一般的でない省略した言葉は使わない。 



序論（Introduction） 

1. これから論文で述べようとする内容に関して，どこまで 

 解明されていて，何が解明されていないのか，あるい 

 は，問題点がどこにあるのかなどの研究背景を，他の 

 参考論文を引用しながら述べる。 

 

2. 具体的に，何を，どのような方法で明らかにしようと 

 しているのか，論文の目的を明確に書く。 



方法（Materials and Methods）  

1. 読者の追試が可能なように，必要事項を記述する。 

 

2. 使用した装置や機器は，できるだけ簡潔に述べる。 

 

3. すでに報告のある測定方法や分析方法を用いる場合 

 には，それらの文献を引用する。 

 

4. 新しい方法やアルゴリズムの開発に重点を置いた論文 

 では，まず，全体の方法の概要(overall scheme)を述 

 べ，その後に，要素となる方法やアルゴリズムを個別に 

 説明する場合もある 。 



結果（Results）  

1. 論文の目的に沿った論理の展開に必要な結果だけを書く。 

 

2. 著者にとって都合の良い結果だけを書いて，都合の悪い結 

 果は，データから除外したり無視するようなことは，絶対に 

 あってはならない。 

 

3. あいまいな表現を避け，具体的な数値を示し，定量的に 

 述べる。 

 

4. 図，表，写真を利用して，結果を分かり易く示す 。 



考察（Discussion） 

1. 研究で得られた結果と，他の論文の結果とを比較して， 

 客観的で冷静な評価を行う。 

 

2. 実験結果だけから導かれる新しい知見について明確に 

 述べ，その意義と重要性を論理的に主張する。 

 

3. この研究の限界などについても述べて，自分の研究に 

 ついても批判的に考察する姿勢も大事である。 



結論（Conclusions） 

重要な結果だけを簡潔に述べて，そこから客観的に 

導かれる結論を，明確に述べる。  

謝辞（Acknowledgments） 

誰に，何に対して感謝するのかをはっきりと簡潔に 

書く。雑誌によっては，編集委員（Associate Editor）
や査読者（Reviewer）に対する謝意を含めても良い。 



引用文献（References） 

1. 自分の論文と直接関係する論文だけを，洩れなく引
用する。 

 

2. 入手が不可能な私信や学位論文などの引用は，読
者にとって，ほとんど役に立たない。 

 

3. 出版されていない論文の引用はできるだけ避ける．
どうしても引用したい場合は，投稿中は“submitted”，
受理されて印刷を待っている場合は“in press”と書く。 



図表（Figures and Tables）  

1. 図は，積極的に利用する。 

 

2. 写真には，主張したい効果や対象が，読者に容易に 

 認識できるように，適切なコントラストや解像力を持た 

 せる。 

 

3. 表は，論理の展開のために，正確な数値を必要とする 

 場合に利用する．  

 

4. 説明(captions)は，本文を読まないでも，その図や表 

 の内容を理解できる程度に，丁寧かつ，簡潔に書く。  



RTP誌の発刊数 
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